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光沢寺第二保育園 運営規程 

 

（事業の目的） 

第 1 条  社会福祉法人晴光会が設置する光沢寺第二保育園（以下「当園」という）が保育園とし

て行う保育・教育の適切な運営を確保するために人員及び管理運営に関する事項を定め、

当園を利用する小学校就学前の子ども（以下「利用児」という）に対し、適正な保育・教

育を提供することを目的とする。 

 

（運営の方針） 

第 2 条  当園の運営方針は次のとおりとする。 

１ 当園は、子どもの最善の利益を第一義とする。 

２ 長時間・長期間にわたる園生活が、健康・安全で心身ともにくつろいだ快適なものにな

るよう環境を整え、その福祉の増進に努める。 

３ 常に地域の暮らしと共に、地域の子育てに役立つ保育園を目指す。 

４ 家庭や地域の様々な社会資源との密接な連携を図りながら、子どもと保護者の安定した

家庭支援を行う。 

５ Care and Education という保育の営みの中で、豊かな人間性をもった子どもの育成を 

目指す。 

 

（名称及び所在地） 

第 3 条  当園の名称及び所在地は次のとおりとする。 

１ 名称  光沢寺第二保育園 

２ 所在地 北九州市小倉北区中井２丁目４－３３ 

 

（提供する特定保育・教育の内容） 

第 4 条  当園は、児童福祉法、子ども・子育て支援法、その他関係法令等を遵守し、保育所保育

指針（平成 29 年告示）及び全体的な計画に沿って、乳幼児の発達に必要な保育・教育を

提供する。 

 

（職員の職種、員数及び職務の内容） 

第 5 条  当園が保育・教育を提供するにあたり配置する職員の職種、員数及び職務内容は次の 

とおりとする。 

１ 園長（施設長） １人（常勤専従） 

園長は、保育・教育の質の向上及び職員の資質の向上に取組むとともに、人事管理、運営

管理、施設管理、渉外など、園の業務管理を一元的に行う。 

２ 主任保育士 １人（常勤専従） 

主任保育士は、園長を補佐するとともに、全体的な計画に基づいた指導計画の立案や支給

認定保護者からの育児相談、地域の子育て支援活動、保幼小の連携及び保育内容について
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他の保育士を統括する。 

３ 保育士 支給認定により委託された児童の年齢構成に応じて、最低基準に定められた 

人員を配置する 

保育士は、全体的な計画に基づいた指導計画の立案により、利用児が安定した生活を送り、

充実した活動ができるよう保育を行う。 

４ 栄養士 １人（常勤専従） 

栄養士は、北九州市統一献立に基づき、子どもの発達段階に応じた離乳食、乳幼児食、幼

児食に係る、給食業務及び食育に関する活動を行う。 

５ 調理員 １人（常勤専従） 

調理員は、献立に基づく調理業務及び食育に関する活動を行う。 

６ 事務・用務員 １人（常勤専従） 

事務・用務員は、当園の事務及び雑務を行う。 

７ 嘱託医 １人 

嘱託医は、当園の子どもの心身の健康管理を行うとともに、定期健康診断、職員及び支給

認定保護者への相談・指導を行う。 

８ その他 （園長が園の運営上必要と認める職員） 

 

（文 書） 

第 6 条  当園の運営に必要な文書は、次のとおりとする。 

   （１）保育園の運営に必要な諸文書 

   （２）職員に関する記録 

   （３）関係機関との往復文書 

   （４）利用児に関する書類 

   （５）給食及び調理関係の書類 

   （６）防災に関する記録 

   （７）会計・経理に関する諸帳簿 

   （８）その他園長が必要と認める文書 

 

（保育・教育の提供を行う日） 

第 7 条  当園の保育・教育を提供する日は、月曜日から土曜日までとする。ただし、国民の祝日

に関する法律（昭和 23年法律第 178 号）に規定する休日、12 月 29 日から 31 日及び翌年

１月１日から１月３日を除く。 

 

（保育・教育の提供を行う時間） 

第 8 条  当園の保育提供時間は次のとおりとする。 

１ 保育標準時間認定に関する保育時間（11 時間） 

当園が定める次の時間帯の範囲内で、保育標準時間認定を受けた支給認定保護者が保育を

必要とする時間とする。 

月～土 午前７時００分から午後６時００分までとする。 
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ただし、当園が定める保育時間（11 時間）以外の時間帯において、やむを得ない事情に

より保育・教育が必要な場合は、当園が定める保育時間（11 時間）から開園時間の間に

延長保育（1時間）を提供する。 

２ 保育短時間認定に関する保育時間（８時間） 

当園が定める次の時間帯の範囲内で、保育短時間認定を受けた支給認定保護者が保育・教

育を必要とする時間とする。 

  月～土 午前９時００分から午後５時００分までとする。 

ただし、当園が定める保育時間（８時間）以外の時間帯において、やむを得ない事情に

より保育・教育が必要な場合は、当園が定める開園時間内で延長保育を提供する。 

３ 開園時間 

当園が定める開園時間は、次のとおりとする。 

月～土 午前７時００分から午後７時００分までとする。 

 

（支給認定保護者から受領する利用者負担その他の費用の種類、支払を求める理由及びその額） 

第 9 条  支給認定保護者は、支給認定保護者の居住する市町村長が定める利用料を、その居住す

る市町村へ支払うものとする。 

２ 第１項に定めるもののほか、別表に掲げる当園の教育・保育において提供する便宜の要

する費用ついては、支給認定保護者より実費の負担を受ける。 

 

（小学校就学前子どもの区分ごとの利用定員） 

第 10 条  利用定員は、次のとおりする。 

定員 
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４・５歳児 

６人 １５人 ２４人 ２０人 ５５人 

   ２ ただし、年齢構成は支給認定により委託された児童の年齢構成に応じ、柔軟に対応する。 

   ３ このほかに、一時的保育利用児の定員は、一日につき概ね 10名とする。 

 

（保育施設の利用の開始、終了に関する事項及び利用に当たっての留意事項） 

第 11 条  当園の施設利用の開始、終了に関する事項及び利用に当たっての留意事項は、次のとお

りとする。 

１ 当園は、市町村が行った利用調整により当園の利用が決定されたとき且つ保育・教育の

実施について委託を受けたときは、これに応じる。 

２ 当園の利用開始にあたり必要な事項を記載した書面により、当該利用児の支給認定保護

者とその内容を確認する。 

３ 当園の利用児が次のいずれかに該当するときは、保育・教育の提供を終了するものとす

る。 

（１）「子ども・子育て支援法施行規則」第１条の５の規定に該当せず、市町村が利用を取

り消したとき。 

（２）支給認定保護者から保育所利用の取り消しの申出があったとき。 

（３）市町村が保育所の利用継続が不可能であると認めたとき。 



社会福祉法人 晴光会 

 

4 

（４）その他、利用継続において重大な支障又は困難が生じたとき。 

 

（緊急時等における対応方法） 

第 12 条  緊急時等における対応方法は、次のとおりとする。 

１ 当園は、保育・教育の提供中に、利用児の健康状態の急変、その他緊急事態が生じたと

きは、速やかに利用児の家族等に連絡をするとともに、嘱託医又は利用児の主治医に相談

する等の措置を講じる。 

２ 保育・教育の提供により事故が発生した場合は、区保健福祉課及び支給認定保護者に連

絡するとともに、必要な措置を講じる。 

３ 利用児に対する保育・教育の提供により賠償すべき事故が発生した場合には、損害賠償

を速やかに行う。 

 

（非常災害対策） 

第 13 条  当園は、非常災害に関する具体的な計画を立て、防火管理者を定め、非常災害時の関係

機関への通報及び連携体制を整備し、それらを定期的に職員に周知するとともに、毎月１

回以上避難及び消火、その他必要な訓練を実施する。 

 

（虐待の防止のための措置に関する事項） 

第 14 条  当園は、利用児の人権の擁護・虐待の防止のため次の措置を講ずる。 

（１）人権の擁護、虐待の防止等に関する必要な体制の整備 

（２）職員による利用児に対する虐待等の行為の禁止 

（３）虐待の防止、人権に関する啓発のための職員に対する研修の実施 

（４）その他虐待防止のために必要な措置 

２ 当園は、保育・教育の提供中に、虐待を受けたと思われる利用児を発見した場合は、速

やかに、児童虐待の防止等に関する法律の規定に従い、区保健福祉課・子ども総合センタ

ー等適切な機関に通告する。 

 

（保育施設の運営に関する重要事項） 

第 15 条  保育施設の運営に関する重要事項は、次のとおりとする。 

    （１）保育の基本 

       保育園における保育は、乳幼児の福祉を積極的に増進することに最もふさわしいも

のでなければならない。従って十分に養護の行き届いた環境の下にくつろいだ雰囲

気の中で、一人一人の子どもがその様々な要求を満たし充分活動ができるように努

め、その心身の諸能力を健全で調和のとれた像（すがた）に育成するようにしなけ

ればならない。従って、養護と教育とが一体となった豊かな人間性をもった子ども

を育成することを基本とする。 

    （２）平等の原則 

       当園は、利用児又はその保護者の国籍、信条、社会的身分又は入園に要する費用を

負担するか否かによって差別的取扱いをしてはならない。 
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    （３）給食 

食品衛生に留意し、統一献立により、給食を実施する。また、アレルギー児に関し

ては、医証を基に園長または主任保育士・栄養士・担任保育士・保護者との四者協

議により対応する。 

    （４）衛生管理・感染症対策 

       職員は、乳幼児と園内の衛生管理に努めなければならない。 

       当園において、感染症または食中毒が発生・蔓延しないように適切な措置を講ずる。 

    （５）防火管理者 

       防火管理上必要な業務を行うため、防火管理者を選任する。 

       防火管理者は消防計画を作成し、所轄消防署へ届け出なければならない。 

    （６）火気取締責任者 

       火災予防のため、園長を火気取締責任者とする。 

（７）保護者との連携 

       当園は、保護者と連携を保ち、保育方針・成長・健康状態・園運営等について、 

理解と協力を得るものとする。 

    （８）苦情対応 

       当園は、別に定めた文書に基づき、対応する。 

    （９）相互信頼関係の構築 

       利用児が共同生活の秩序を保ち、健康で快適な生活を維持するため職員及び支給認

定保護者は、必要な事項について話し合い、相互の信頼関係の維持に努めなければ

ならない。 

    （10）第三者評価への参加 

       保育園にかかる第三者評価事業に参加するものとし、この結果は市のホームページ

によって公表される。 

（11）秘密の保持 

       当園は、個人情報管理規定の下、業務上知り得た利用児及びその家族に関する個人

情報並びに秘密事項については、法令の定めに基づく場合を除き、保育園利用中及

び利用終了後においても第三者に対して秘匿とする。 

（12）健康管理 

    職員は、常に利用児の健康に留意し、利用児に対して年２回健康診断を実施する。 

    職員は、年１回の健康診断を受ける。調理・調乳担当者は月１回の検便を受ける。 

（13）安全管理 

    当園在園中の乳幼児について次のことに留意し、安全面の指導徹底を図る。 

①交通安全指導については、常時指導するとともに、家庭にもその徹底を図る。 

②保育用具などの正しい管理と使用法を徹底させる。 

③室内外の環境で危険物、危険箇所については、早期発見・早期排除及び早期修理

をし、安全を期する。 

（14）地域活動事業 

    地域の子育て家庭を支援するため、園庭解放・育児相談・絵本の読み聞かせ・絵本
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貸出・子育て情報の提供等からなる子育てサポートを行う。 

    （15）委任 

       この規定の施行については必要な事項は、園長が定める。 

 

 

附則 

 この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。 

この規定は、令和２年４月１日より施行する。 
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別表 

１ 保育・教育の提供に要する実費に係る利用者負担金 

項目 内容、負担を求める理由及び目的 金額 

共済掛金 日本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ共済掛金 年額 ２５０円 

帽子代金 衛生面に考慮し個人持ちとする サイズ・仕様により異なる 

５００円から１，０５０円 

宿泊保育食事代 昼食を除く食事代（夕・朝食） 時価･実費 

副食費 保育料無償化に伴い、副食費は世帯負担

となったため 
月額４，５００円 

 

 

帳簿類 詳記 

（１）保育園の運営に必用な諸文書 

  ・中・長期計画 

・就業規則 

  ・その他保育園運営に必用な諸規則 

（２）職員に関する記録 

  ・勤務状況に関する記録 

  ・給与等に関する記録 

  ・職員名簿（台帳） 

  ・履歴書及び資格証明に関する綴り 

  ・健康診断に関する記録 

  ・研修に関する記録 

  ・職員会議録 

（３）関係機関との往復文書 

  ・労働基準監督署、市役所、消防署、税務署等の通知文書及び報告書綴り 

（４）利用児に関する書類 

  ・保育原簿 

  ・児童出席簿 

  ・保健調査・健康診断表 

  ・緊急連絡カード 

  ・乳児保育日誌・保育日誌 

  ・保育指導の記録 

  ・児童保育要録 

  ・家庭連絡書類綴り  

（５）給食及び調理関係の書類 

  ・献立表 

  ・給食日誌 

  ・給食関係納品書及び請求書綴り 

（６）防災に関する記録 
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  ・消防計画書 

  ・避難訓練計画書及び実施記録 

（７）会計・経理に関する諸帳簿 

  ・収支予算及び収支決算に関する帳簿 

  ・決算報告に関する書類綴り 

  ・金銭の出納に関する帳簿 

  ・収入支出に関する帳簿及び関係書類 

  ・固定資産台帳 

（８）その他園長が必要と認める文書 

  ・事務日誌 など 

 


